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１
、
は
じ
め
に

　
北
朝
鮮
の
食
糧
事
情
の
悪
化
を
伝
え
る
幾
つ
か
の

「
調
査
報
告
」
が
出
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
の
一
つ
に

「
食
糧
事
情
悪
化
の
原
因
」
に
つ
い
て
専
ら
農
業
生
産

に
つ
い
て
の
み
論
じ
て
い
る
も
の
が
あ
る
。
一
国
の
食

糧
事
情
を
論
じ
る
場
合
に
、
果
た
し
て
コ
メ
と
ト
ウ
モ

ロ
コ
シ
の
生
産
方
法
と
収
量
を
あ
れ
こ
れ
論
じ
る
だ
け

で
充
分
で
あ
ろ
う
か
？ 

海
に
囲
ま
れ
た
日
本
の
例
に
挙

げ
れ
ば
分
か
る
が
、
食
糧
事
情
に
は
漁
業
問
題
も
避
け

て
通
れ
な
い
。
食
糧
問
題
と
は
炭
水
化
物
だ
け
が
問
題

で
は
な
く
、
蛋
白
質
も
重
要
で
あ
ろ
う
。
北
朝
鮮
は

か
っ
て
漁
業
資
源
が
豊
か
な
場
所
で
も
あ
っ
た
こ
と
を

あ
ら
た
め
て
想
起
し
た
い
。

　
北
朝
鮮
に
於
け
る
九
〇
年
代
半
ば
の
食
糧
危
機
に

は
、
稲
作
の
ア
メ
リ
カ
イ
ネ
ミ
ズ
ゾ
ウ
ム
シ
に
よ
る
減

収
と
イ
ワ
シ
の
回
遊
の
途
絶
が
影
響
し
た
。
ア
メ
リ
カ

イ
ネ
ミ
ズ
ゾ
ウ
ム
シ
は
農
薬
で
退
治
出
来
る
が
、
イ
ワ

シ
の
再
回
遊
に
は
時
間
が
掛
か
る
だ
ろ
う
。
故
に
、
北

朝
鮮
で
は
水
産
物
の
増
養
殖
技
術
の
導
入
に
よ
る
漁
業

安
　
部
　
桂
　
司

　
　
北 

朝 

鮮 

養 

殖 

漁 

業 

の 

展 

望

　
こ
こ
で
第
二
次
大
戦
前
の
朝
鮮
で
の
漁
業
を
み
て
お

き
た
い
。
黄
海
道
の
海
苔
養
殖
、
咸
鏡
南
道
の
牡
蠣
養

殖
は
、
一
時
期
盛
ん
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
黄
海
道
側
の

海
岸
の
遠
浅
と
咸
鏡
南
北
道
の
入
り
江
に
富
ん
だ
内
湾

は
増
・
養
殖
海
面
と
し
て
有
望
視
さ
れ
て
い
た
が
、
石

油
化
学
と
ス
テ
ン
レ
ス
鋼
材
に
支
え
ら
れ
た
近
代
的
養

殖
産
業
の
発
展
か
ら
取
り
残
さ
れ
た
ま
ま
で
あ
る
。

ａ
、
ソ
ガ
リ

　
鴨
緑
江
、
大
同
江
、
漢
江
か
ら
洛
東
江
に
至
る
朝
鮮

の
大
河
は
淡
水
魚
の
増
殖
適
水
域
を
形
成
し
て
い
た
。

そ
の
た
め
朝
鮮
総
督
府
は
淡
水
魚
の
増
・
養
殖
で
は
、

ワ
カ
サ
ギ
、
鯉
の
稚
魚
の
放
流
と
養
殖
者
へ
の
配
付
を

行
っ
て
い
た
。
し
か
し
朝
鮮
総
督
府
が
一
番
狙
っ
て
い

た
の
は
高
麗
ケ
ツ
ギ
ョ
の
増
・
養
殖
業
の
確
立
で
あ
っ

た
。

　
日
本
人
が
ケ
ツ
ギ
ョ
と
呼
ぶ
ソ
ガ
リ
は
体
長
が
五
〇

㎝
以
上
に
成
り
、
魚
肉
は
引
き
締
ま
っ
て
白
く
、
小
骨

が
少
な
く
、
淡
泊
な
味
で
知
ら
れ
て
い
た
。
朝
鮮
で
好

　
　
２
、
北
朝
鮮
を
養
殖
漁
業
の
基
地
へ

ま
れ
た
こ
の
淡
水
魚
は
、
取
り
分
け
平
壌
で
の
ソ
ガ
リ

料
理
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
ソ
ガ
リ
の
生
態
が

明
ら
か
に
さ
れ
て
行
く
の
は
、
一
九
三
〇
年
代
に
入
っ

て
か
ら
で
あ
る
。
研
究
さ
れ
た
場
所
は
大
同
江
上
流
の

成
川
で
あ
り
、
人
工
産
卵
か
ら
養
殖
池
で
の
養
殖
に
目

鼻
の
付
い
た
時
に
日
本
は
敗
戦
を
迎
え
た
。
そ
の
た
め

稚
魚
の
放
流
に
よ
る
増
殖
が
中
断
さ
れ
た
ま
ま
の
魚
種

で
あ
っ
た
。

　
ソ
ガ
リ
は
幻
の
魚
視
さ
れ
て
い
る
が
、
日
本
が
積

極
的
に
確
立
し
て
い
た
養
殖
技
術
を
北
朝
鮮
へ
移
し
、

平
壌
に
ソ
ガ
リ
料
理
店
の
再
現
を
期
待
し
た
い
も
の
で

あ
る
。

ｂ
、
牡
蠣

　
昭
和
一
〇
年
代
の
牡
蠣
養
殖
の
生
産
量
は
、
一
位
が

全
羅
南
道
、
二
位
が
咸
鏡
南
道
、
三
位
が
慶
尚
南
道
、

四
位
が
平
安
北
道
、
五
位
が
黄
海
道
で
あ
っ
た
。
生
産

量
で
は
全
羅
南
道
と
咸
鏡
南
道
が
拮
抗
し
、
五
位
の
黄

海
道
の
一
〇
倍
を
越
え
て
い
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
朝

鮮
に
お
け
る
牡
蠣
養
殖
と
は
全
羅
南
道
と
咸
鏡
南
道
を

意
味
し
た
の
で
あ
る
。

　
牡
蠣
養
殖
が
北
朝
鮮
で
現
在
も
行
わ
れ
て
い
る
こ
と

は
、「
煮
干
し
が
き
」
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
も
う
か
が
え
る
（
『
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国

─
輸
出
商
品
型
録
─
』
東
ア
ジ
ア
貿
易
研
究
会
、
一
九

九
〇
年
刊
）。
だ
が
、
今
の
牡
蠣
の
養
殖
技
術
に
は
石

油
化
学
に
依
拠
す
る
浮
体
、
海
面
構
築
物
を
構
築
す
る

ス
テ
ン
レ
ス
鋼
材
が
欠
か
せ
な
い
。
北
朝
鮮
に
は
海
面

漁
業
を
発
展
さ
せ
る
「
資
本
」
が
欠
如
し
て
い
る
の
で

資
源
の
増
大
が
不
可
欠
と
言
え
る
。
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３
、
展
　
望

あ
る
。

ｃ
、
海
苔

　
海
苔
の
栽
培
技
術
で
は
当
初
（
一
九
二
〇
年
代
）
に

は
藁
か
ら
シ
ュ
ロ
縄
、
昭
和
に
入
っ
て
椰
子
繊
維
が
使

わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
れ
が
一
九
五
〇
年
代
か
ら
化

学
繊
維
が
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
化
学
繊
維
は
そ

の
持
っ
て
い
る
特
長
、
即
ち
嵩
張
ら
な
い
、
軽
い
、
珪

藻
な
ど
が
着
き
難
い
と
い
う
特
長
か
ら
五
〇
年
代
後
半

か
ら
急
速
に
普
及
し
た
。
海
苔
養
殖
業
が
化
学
工
業
の

発
展
、
石
油
化
学
と
の
関
連
を
深
め
て
行
く
よ
う
に

な
っ
た
の
で
あ
る
。
日
本
に
お
け
る
石
油
化
学
工
業
の

発
展
は
「
浮
き
流
し
」
の
養
殖
技
術
を
編
み
出
さ
せ
、

海
苔
の
産
地
の
拡
大
を
促
す
こ
と
と
な
っ
た
。

　
一
方
、
韓
国
の
海
苔
栽
培
は
日
本
か
ら
の
「
浮
き
流

し
養
殖
法
」
を
導
入
し
て
発
展
し
た
。
だ
が
黄
海
の
海

面
状
況
に
合
わ
せ
て
、
そ
の
手
法
に
は
改
良
が
試
み
ら

れ
た
。
そ
れ
が
黄
海
の
気
象
、
海
況
に
合
わ
せ
た
「
露

出
式
浮
き
流
し
養
殖
法
」
で
あ
る
。
こ
の
露
出
式
浮
き

流
し
法
と
は
、
円
筒
形
の
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
を
網
の
両

端
に
付
け
た
方
法
で
、
潮
の
流
れ
を
利
用
し
な
が
ら
、

網
の
一
端
を
裏
返
す
と
、
自
動
的
に
網
が
反
転
し
海
水

か
ら
揚
げ
ら
れ
て
干
出
が
与
え
ら
れ
、
網
の
汚
れ
を
落

と
し
、
病
気
の
発
生
を
押
さ
え
て
く
れ
る
。
一
週
間
に

二
〜
三
回
網
を
反
転
さ
せ
る
と
海
苔
は
丈
夫
に
な
り
、

海
苔
の
質
を
向
上
さ
せ
、
生
産
量
を
上
げ
る
の
で
あ

る
。

　
在
日
商
工
人
が
黄
海
道
の
将
来
性
に
目
を
付
け
、
日

本
か
ら
浅
草
海
苔
の
生
産
手
法
を
運
ん
で
い
る
と
伝
え

ら
れ
て
い
る
。
だ
が
、
発
展
が
伝
え
ら
れ
な
い
の
は
、

遠
浅
で
干
満
差
が
あ
り
、
潮
の
流
れ
が
よ
く
て
波
の
荒

く
な
い
内
海
、
湾
が
多
い
黄
海
道
に
合
う
「
露
出
式
浮

き
流
し
養
殖
法
」
を
導
入
出
来
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
ろ

う
。

ｄ
、
サ
ケ

　
石
油
化
学
工
業
の
発
達
が
海
苔
養
殖
を
飛
躍
的
に
発

展
さ
せ
た
よ
う
に
、
日
本
の
ス
テ
ン
レ
ス
鋼
材
は
、
小

割
式
養
殖
技
術
を
開
発
・
発
展
さ
せ
、
世
界
の
海
面
養

殖
技
術
を
一
変
さ
せ
て
い
る
。

　
ノ
ル
ウ
ェ
ー
か
ら
養
殖
サ
ケ
が
中
国
へ
空
輸
さ
れ
て

い
る
。
漢
族
は
一
般
に
淡
水
魚
、
取
り
分
け
鯉
を
好
む

こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
が
、
上
海
で
養
殖
鯉
の
五
〜
一

〇
倍
の
価
格
で
「
秋
サ
ケ
」
が
売
ら
れ
て
い
た
（
『
朝

日
新
聞
』
二
〇
〇
五
年
二
月
二
六
日
号
）
そ
う
で
あ

る
。
秋
サ
ケ
と
は
河
川
に
放
流
し
秋
に
回
帰
し
た
サ
ケ

で
シ
ロ
ザ
ケ
の
こ
と
で
あ
る
。
北
洋
漁
業
で
沖
獲
り
さ

れ
た
天
然
サ
ケ
で
あ
り
、
天
然
モ
ノ
の
サ
ケ
が
市
場
を

押
さ
え
て
い
た
の
は
八
〇
年
代
以
前
の
こ
と
で
あ
る
。

一
九
八
〇
年
代
か
ら
養
殖
の
サ
ケ
が
市
場
に
出
回
る
。

生
産
量
も
当
初
世
界
で
二
万
ト
ン
に
達
し
な
か
っ
た

が
、
一
九
九
〇
年
に
は
二
〇
万
ト
ン
に
達
す
る
。
八
〇

年
代
に
サ
ケ
の
養
殖
を
牽
引
し
た
の
は
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の

ア
ト
ラ
ン
テ
ィ
ッ
ク
サ
ー
モ
ン
の
養
殖
で
あ
っ
た
。
そ

し
て
、
八
〇
年
代
後
半
か
ら
台
頭
し
、
九
〇
年
代
の
サ

ケ
市
場
を
圧
倒
し
た
の
が
日
本
の
業
者
に
よ
る
南
米
チ

リ
の
ギ
ン
ザ
ケ
養
殖
で
あ
っ
た
。

　
中
国
と
い
う
大
き
な
消
費
地
を
背
後
に
持
つ
咸
鏡
南

　
そ
し
て
、
ギ
ン
ザ
ケ
の
養
殖
方
法
は
高
校
の
栽
培
漁

業
科
の
教
科
書
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
程
に
一
般
化
さ
れ

て
い
る
。
淡
水
、
海
水
の
養
成
法
が
あ
る
が
、
日
本
で

は
海
水
養
成
が
一
般
的
で
あ
る
。
但
し
、
カ
ン
ト
リ
ー

リ
ス
ク
が
云
々
さ
れ
る
北
朝
鮮
で
あ
る
が
、
寒
流
の
南

下
す
る
東
海
岸
海
域
の
海
水
温
、
入
り
江
、
湾
を
多
く

抱
え
て
い
る
立
地
か
ら
、
投
下
資
本
を
短
期
に
回
収
で

き
る
ギ
ン
ザ
ケ
養
殖
は
有
望
視
さ
れ
よ
う
。
さ
ら
に
、

そ
の
市
場
は
回
転
寿
司
の
盛
行
に
伴
っ
て
世
界
に
開
け

て
い
る
が
、
チ
リ
か
ら
も
中
国
へ
ギ
ン
ザ
ケ
が
輸
出
さ

れ
て
い
る
現
状
か
ら
見
て
、
北
朝
鮮
東
海
岸
で
の
優
位

性
は
明
ら
か
で
あ
る
。
台
頭
す
る
中
国
経
済
は
胃
袋
を

大
き
く
し
て
い
る
。
海
外
か
ら
、
北
欧
ノ
ル
ウ
ェ
ー
や

南
米
チ
リ
か
ら
ギ
ン
ザ
ケ
を
運
ぶ
よ
り
、
北
朝
鮮
か
ら

運
ぶ
の
が
経
済
的
優
位
で
あ
る
こ
と
は
自
明
で
あ
る
。

　
漢
族
が
好
み
、
フ
ラ
ン
ス
料
理
に
も
欠
か
せ
な
い
ホ

タ
テ
貝
の
養
殖
に
付
い
て
言
及
し
な
か
っ
た
が
、
東
海

は
最
適
の
ホ
タ
テ
貝
養
殖
海
域
で
も
あ
る
。
ホ
タ
テ
貝

の
養
殖
技
術
を
移
転
し
、
北
朝
鮮
と
の
友
好
関
係
の
回

復
を
図
る
の
も
一
理
だ
が
、
国
際
的
に
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ

ス
化
し
て
い
る
サ
ケ
養
殖
業
の
展
望
は
明
る
い
。
　
　

　
　
　
　
　
　
　
（
あ
べ
け
い
じ
・
技
術
史
研
究
家
）

北
道
の
海
域
（
日
本
海
）
は
、
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
化
し

た
国
際
資
本
が
最
も
注
目
し
て
い
る
海
域
で
も
あ
る
。

何
時
の
日
に
、
日
本
海
が
サ
ケ
の
世
界
市
場
に
登
場
す

る
の
だ
ろ
う
か
？
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